
・【創造】疑問をもとに生きて働く知恵を創り出し、表現する

・【友愛】他人の気持ちを想像し、人のために尽くす

・【誠実】誠実に自分の役割を果たす

・【健康】強い心と体をもち自分を信じて挑戦し続ける

No.８ 「挑戦、感動、感謝の夏に」 2017/7/20 文責：校長 荻野 桂司

本日で第一学期が終了しました。4月７日の始業式

から数えると、授業日数は本日までで71日。明日から8

月28日（月）の第二学期始業式までの38日間、夏季

休業（夏休み）として生徒は授業を離れての生活を過ご

すこととなります。

今年の夏休みのキーワードとして、私は次の三つを

考えました。それは、「できた（挑戦）、すごいな（感動）、

ありがとう（感謝）」です。

まずは、第一の「できた（挑戦）」。三年生にとってこの

38日間は、進路選択に向け本腰をすえて学習に取り組

む夏です。学校での補習や面談を活用して自分の弱

点を強化し、「できた（分かった）！」と実感できる十分な

学習時間を家庭で確保する必要があります。また一、

二年生にとっては、学習はもちろんですが、自分たちが

中心となって部活動に取り組む夏でもあります。「こうした

ら苦手だったサービスが入るようになった」といった手応

えが感じられる練習に挑戦してほしいと思います。

次に「すごいな（感動）」。普段経験できないことに取

り組めるのが夏休み。旅行以外にも、アウトドアスポー

ツ、博物館や美術館の見学、映画やコンサートの鑑

賞、スポーツ観戦、読書などを通して心動かされる体験

を家族で味わってみてはいかがでしょうか。

最後は「ありがとう（感謝）」です。毎日の学校生活を

無事に送ることができるのは、保護者の皆様や地域の

方々の支えがあればこそ。学期中は伝えられなかった感

謝の気持ちを、生徒たちにはぜひ行動で示してほしいと

思います。夏休み中には、校外生徒会として公民館清

掃などのボランティア活動を各地区で実施します。この

他にも、洗濯、食器洗い、草むしり、幼い弟妹のお世

話、お見舞い等々、家族の一員としてできることが生徒

のすぐ手に届くところにあるのではないでしょうか。

「挑戦、感動、感謝」の夏休みに向けて、家庭や

地域でのご指導とご協力をお願いいたします。
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写真 ： 7月の授業風景



「チーム北中」航海中！（7月編）
富岡甘楽中体連総合体育大会：熱戦が続いています。

7月15日（土）から富岡甘楽中体連の総合体育大会が市内各会場で開催されています。

ソフトテニス部、卓球部、陸上部については郡市大会が終了し、バレーボール部については

７月２１日（金）、２２日（土）に郡市大会が開催予定です。３年生をはじめとする各部員は、暑さ

に負けることなく熱戦をくり広げています。郡市大会の結果等は、次号でお知らせいたします。

命を守る力になるために（２年生救急救命教室）
７月１２日（水）の午後、２年生を対象に救急救命講習を実施し

ました。当日は、富岡甘楽広域消防本部より７名の職員の方を講

師としてお招きしました。ＡＥＤの取扱や胸骨圧迫について、練習用

の器具を用いて本番さながらの演習を行いました。夏休み中は水

難事故が毎年発生しています。いざというときのために必要な知

識や技能に触れられた貴重な学びの場となりました。

７月・８月の行事予定
７月２１日（金）夏季休業〔～8月27日〕、郡市中体連総体〔バレー〕

７月２２日（土）郡市中体連総体〔バレー〕

７月２６日（水）生徒会奉仕活動（各地区 8:30～9:30）

登校日（10:00までに体育着登校）、県総体壮行会（10:50～11:20）

７月２８日（金）県中学校総合体育大会〔開会式・陸上・バレー〕、校区内外巡視（19:00～）

７月２９日（土）県中学校総合体育大会〔陸上・ソフトテニス・バレー〕

７月３０日（日）県中学校総合体育大会〔卓球・バレー〕

８月 ６日（日）富岡市民大会夏季大会水泳競技会、小野地区納涼祭、校区内外巡視（21:00～）

８月１０日（木）校区内外巡視（19:00～）

８月１４日（月）～１６日（水）学校閉庁

※市内全小・中学校。日直も含め教職員が不在となります。緊急時には各学級担任に連絡を

お願いいたします。

８月１８日（金）校区内外巡視（19:00～）

８月２６日（土）親子環境美化活動（7:50～9:00 北中校庭）

８月２８日（月）第二学期始業式（生徒は制服登校 8:15出席確認）

８月２９日（火）全校学力テスト（１～３年）

本通信に関するご意見・ご要望等は、生徒を通じて校長（荻野）までお届け下さい。 電話・Fax等でも結構です。

Tel 62-3009／Fax 62-6909 また、北中Webページもぜひご覧ください。 http://www.t-kita-jhs.gsn.ed.jp


